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 要  旨 
近年，デジタルメディアの発達に伴い，デジタル画像の情報量削減が求められている．そ
のため，ウェーブレット変換による画像符号化が，JPEG で採用されている離散コサイン変
換と比べ，圧縮性能の高さや種々の応用例に対する相性などから注目されており，その成功
例の JPEG2000は静止画像の国際規格として採用された． 
本論文では，ウェーブレット画像符号化に着目し，より高性能な画像符号化の実現を目的
とする．ウェーブレットによる符号化を行う場合，高い圧縮性能を実現するためには直交条件
と完全直線位相特性が重要となる．これらの条件を満たす手法として，オールパスフィルタを
用いた 2 チャネルウェーブレットフィルタバンクが提案されており，優れた画像ロシー圧縮性
能が得られている．しかし，このフィルタバンクは分離型フィルタバンクとして設計されてお
り，視覚情報システムの見地から周波数分解能力において改善の余地があると考えられる． 
本研究ではまず，上記の問題に対して 1 次元オールパスフィルタを用いたフィルタバンク
を，2次元非分離型フィルタバンクに拡張することにより解決した．具体的には，サンプリング
に Quincunx格子を用いることで，人間が視覚しやすい水平・垂直方向の高周波数成分を保持する
ように，フィルタの振幅特性をダイヤモンド型となるように設計した．次に，画像を非分離型フィ
ルタバンクで処理する際に必要となる対称拡張法について述べた．ただし，対称拡張法は処理サ
ンプル数を増加させてしまうため，処理時間増加という問題を引き起こしてしまう．そこで，対
称拡張後のフィルタリング結果と同等の処理が実現でき，なおかつ時間増加を生じさせない画像
参照法を示した．  
自然画像に対して実際に圧縮を行った結果，過半数の画像で JPEG2000 の非可逆ウェーブレ
ット D-9/7と同等かそれ以上のロシー圧縮性能が得られた．また，実験結果よりどのような特徴
をもつ自然画像に対して有効を述べた．さらに，指向性画像を利用してフィルタバンクがどのよ
うな方向成分に対して有効かを調査した． 
 
